
 

                      

1 

ＮＹマーケットレポート（2013 年 4 月 9 日) 
 

昨晩の NY 外国為替市場は、引き続き日銀の金融緩和策が円売り材料となり、序盤からドル

円・クロス円は堅調な動きとなり、円がすべての主要通貨に対して下落する動きとなりました。 

特に、ユーロ/円は、EFSF（欧州金融安定ファシリティー）の債券発行で力強い需要があったこ

とも支援材料となり、2010 年 1 月中旬以来の 130 円台乗せとなりました。また、ポンド/円は、

2009 年 10 月 23 日以来の高値水準まで上昇する動きとなりました。しかし、円続落に対する警

戒感も強まっており、終盤には利益確定の円買い戻しが入るなど、ドル円・クロス円は大きく下

げる動きとなりました。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 98.92  ユーロ/円 128.95  ユーロ/ドル 1.3036 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6309.42 +32.48 
ダウ INDEX 

FUTURE 
14568 +5 

仏 CAC40 3688.38 +21.60 
S&P500 

FUTURE  
1561.20 +2.00 

独 DAX 7682.62 +19.98 
NASDAQ  

FUTURE 
2788.75 +7.75 

(出所：ブルームバーグ) 

21：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

・「3 月米雇用統計は修正される可能性がある」 

・「失業率は年末までに 7％に近づく」 

・「FOMC は小幅調整受け入れに傾くだろう」 

・「金融政策は、いずれは平常に戻る必要がある」 

 

21：13 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3 月カナダ住宅着工件数 18.50 万件（予想 17.50 万件・前回 17.80 万件） 

前回発表の 18.07 万件から 17.80 万件に修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3 月カナダ住宅建設許可（前月比） 1.7％（予想 3.0%・前回 1.8%） 

前回発表の 1.7％から 1.8％に修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3 月メキシコ消費者物価(前月比) 0.73％（予想 0.69%・前回 0.49%） 

3 月メキシコ消費者物価指数(前年比) 4.25％（予想 4.20%・前回 3.55%） 

2 月メキシコ貿易収支 4610 万 USD（前回 4610 万 USD） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

≪ NY 外国為替市場 序盤 ≫ 

序盤の外国為替市場は、日銀が打ち出した新たな金融緩和策を背景とした円売りが一服し、

利益確定の円買いドル売りが続いており、NY 市場でも主要な米経済指標がない中、その流れ

を引き継いだ展開が続いている。 

 

22：30 

IMF が世界経済見通しの分析部分の章を公表 

・「インフレはこの数十年間失業の動向にそれほど反応していない」 

・「インフレは驚くほど落ち着いている」 

・「中銀が外部の影響から自由な限り刺激策はインフレに影響せず」 
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22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 14637.44 +23.96 

ナスダック 3228.90 +6.65 

(出所：ブルームバーグ) 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

2 月米卸売在庫（前月比） -0.3％（予想 0.5%・前回 0.8%） 

前回発表の 1.2％から 0.8％に修正 

2 月米卸売売上高（前月比） 1.7％（予想 1.5%・前回 -0.8%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

指標結果データ 

≪米卸売在庫≫ 

         2 月・・1 月・・12 月・・11 月・・10 月・・9 月 

在庫合計・・・・・・-0.3・・ 0.8・・ 0.1・・ 0.4・・ 0.3・・ 1.1 

耐久財・・・・・・・・ 0.2・・ 0.9・・ 0.5・・ 0.4・・ 0.8・・ 1.0 

・自動車・・・・・・・ 0.0・・ 0.2・・-3.9・・-0.6・・ 0.4・・-0.8 

・機械・・・・・・・・・ 0.1・・ 1.4・・ 0.7・・ 0.6・・ 0.9・・ 1.4 

売上合計・・・・・・ 1.7・・-0.8・・ 0.0・・ 2.2・・-0.9・・ 1.9 

耐久財・・・・・・・・ 0.4・・ 0.8・・-0.7・・ 2.5・・-0.4・・ 0.8 

・自動車・・・・・・・-0.6・・ 0.5・・-0.7・・ 1.3・・-2.9・・-0.8 

・機械・・・・・・・・・ 0.2・・ 4.4・・ 0.6・・ 2.2・・-0.2・・ 0.5 

非耐久財・・・・・・ 2.7・・-2.1・・ 0.3・・ 1.9・・-1.2・・ 2.7 

 

【卸売在庫】 

米国卸売在庫は、製造業、卸売業、小売業の各業種の在庫状況を表す指標であり、各業種

別に耐久財と非耐久財に分けて発表される。 
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23：40 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、中国のインフレ鈍化を受けて、同国の金融緩和期待を背景にした買いが

先行。一方で、米主要企業の先陣を切って前日に四半期決算を発表したアルコアの売上高が

市場予想を下回ったことから、警戒感も出た。 

 

23：40 

≪ 要人発言 ≫ 

ラッカー・リッチモンド連銀総裁～講演後記者に 

・「日銀の金融政策は大規模かつ大胆」 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

2 月の米卸売在庫高は、前月比-0.3％の 5013 億 5500 万ドルとなった。2011 年 9 月以来の下

げ幅となった。在庫の内訳は、耐久財が+0.2％、材木が+1.0％となった一方で、金属は-0.3％、

非耐久財は-0.9％、 11 年 9 月以来の下げ幅となった。医薬品が 3.0％、農産物が 5.7％となり、

全体の水準を押し下げた。 

①同時に発表された 2 月の卸売売上高は、前月比+1.7％の 4225 億 2000 万ドルだった。耐久

財は+0.4％、金属が 2.3％と 2011 年 12 月以来のプラスだった。一方で電化製品は-2.3％、

2011 年 7 月以来のマイナスとなった。非耐久財は+2.7％、中でも石油が+10.6％と 2008 年 6

月以来の大きなプラスとなった。 

②売上高に対する在庫の比率は、前月比 0.02 ポイント低下の 1.0.19 だった。前年同月比は、

在庫高は 4.7％、売上高が 3.7％それぞれ増加した。 

欧州主要株 終値 前日比 

英 FT100 6313.21 +36.27 

仏 CAC40 3670.72 +3.94 

独 DAX 7637.51 -25.13 

ストック欧州 600 指数 288.07 +0.43 

ユーロファースト 300 指数 1165.35 +0.56 

スペイン IBEX35 指数 7872.50 +85.40 

イタリア FTSE MIB 指数 15436.07 +192.68 

南ア アフリカ全株指数 38540.81 -42.14 
(出所：ブルームバーグ) 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 は、中国の金融緩和に対する期待など

で買いが優勢となった。一方、独 DAX は売り上げの先行き不透明感から自動車株が軒並み売

られ小幅反落となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 14644.76（+31.28）、 S&P500 1564.33（+1.26）、 ナスダック 3225.95（+3.69） 

 

≪ここまでの欧州のポイント≫  

①米格付け会社は、スペインが財政赤字の目標を達成できないことで、スペイン政府の信頼

性が損なわれていると指摘し、格付け見通しは「ネガティブ」が妥当だとの見解を示した。一

方、「スペインの財政状況は 2012 年に 11 年に比べ顕著に改善した」とし、「景気悪化の中で

達成しており、従ってこれはスペイン財政を持続可能な軌道に乗せる方向への前向きな一

歩だと考えられる」との分析もある。同社によるスペインの格付けは投資適格級で最低の

「Baa3」。 

②スロベニア政府が実施した入札は、発行額が 5600 万ユーロ（約 72 億 3600 万円）と目標を

大きく下回った。救済回避に苦戦する同国の借り入れコストは上昇した。6 ヵ月物証券の発

行額は 3225 万ユーロ、平均落札利回りは 1.7％（前回 1.5％）と、1 年物の発行額は 2380

万ユーロ、利回りは 2.99％だった。応札額は総額で 8170 万ユーロ調達目標は 1 億ユーロ）

だった。この日の入札の不調は政府の信頼性への打撃となるとの指摘もあり、スロベニア

は銀行危機に見舞われキプロスの次の救済要請国となるとの懸念も出ている。 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

午前の債券市場は、米 3 年物国債の入札を午後に控えて様子見ムードが強まり、小動きの展

開が続いた。 

午前の利回りは、30 年債が 2.91％（前日 2.91％）、10 年債が 1.73％（1.74％）、7 年債が 1.14％

（1.15％）、5 年債が 0.69％（0.70％）、3 年債が 0.33％（0.33％）、2 年債が 0.23％（0.23％）。 
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2：00 

≪米財務省 3 年債入札≫  

最高落札利回り・・・・・0.342％（前回 0.411％） 

最低応札利回り・・・・・0.257％（前回 0.327％） 

最高利回り落札比率・・・ 8.62％（前回 50.25％） 

応札倍率・・・・・・・・ 3.24 倍（前回 3.51 倍） 

 

3：30 

NY 金は、中心限月が前日比 14.20 ドル高の 1 オンス＝1586.70 ドルで取引を終了した。 

 

4：20 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.84 ドル高の 1 バレル＝94.20 ドルで取引を終了した。 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1586.70 +14.20 

NY 原油 94.20 +0.84 
(出所：ブルームバーグ) 

≪ NY 金市場 ≫ 

ＮＹ金は、中国の消費者物価指数が前月から鈍化したことで、中国が金融引き締めに踏み切

り金需要が落ち込むとの懸念が後退し買いが先行した。また、ドルがユーロなどに対して下落

したことも支援材料となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

≪ NY 原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、中国の消費者物価指数の伸び率が鈍化したことから、金融引き締め観測が後退

し買いが先行した。また、ドルがユーロなどに対して下落したことから、ドル建ての原油先物に

割安感が広がったことも支援材料となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

米主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 14673.46 +59.98 14716.46 14598.50 

S&P500 種 1568.61 +5.54 1573.89 1560.92 

ナスダック 3237.86 +15.61 3249.94 3215.01 
(出所：ブルームバーグ) 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、前日引け後に発表された米主要企業の四半期決算で、売上高が市場予想を

下回ったことから売りが出る一方で、中国のインフレ鈍化を受けて金融緩和期待が出たことを

受けて買いが出るなど、序盤は売り買い交錯する動きとなった。しかし、米企業決算や米経済

に対する期待感も強く、その後は堅調な展開が続いた。ダウ平均株価は、序盤は小動きの展

開が続いたものの、その後は堅調な動きとなり、一時最高値を更新する動きも見られた。ただ、

終盤にはやや利益確定の動きから上げ幅を縮小した。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 99.01  99.35  98.59  

EUR/JPY 129.56  130.09  128.85  

GBP/JPY 151.72  152.40  150.99  

AUD/JPY 103.87  104.35  103.44  

NZD/JPY 84.41  84.77  83.89  

EUR/USD 1.3088  1.3104  1.3029  

AUD/USD 1.0492  1.0510  1.0467  
(出所：ブルームバーグ) 

≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、序盤のドル

円・クロス円は小動きの展開で始まった。しかし、引き続き日銀の金融緩和策を材料にした円

売り圧力が強く、円が主要通貨に対して下落する動きとなった。しかし、午後に入ると、利益確

定の動きなどが入るなど、やや上値の重い展開が続いた。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 
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